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要旨
北アルプス南部に位置する蝶ケ岳および長塀山の周辺において､稜線付近に発達する線状
凹地に出現する植物を記載した結果を予報的に報告した｡線状田地は小過模ながら亜高山帯
の常緑針葉樹林内に草原植生を形成する｡このような草原に､ハイマツやアオノツガザクラ
などの森林限界以上に優占する植物が出現する場合があることなどが観察された｡
1.はじめに
地すべりは日本の山地に卓越する地形形成作用の一つであり､北アルプスでは､地すべり地特有の
微･小地形に対応した植生の分布パターンが認められることが報告されている(苅谷ほか, 2013)｡地
すべり地の滑落崖の背後などには岩盤の側方伸張に伴って形成された線状凹地と呼ばれる地形があ
り､山地の上部に主横線とほぼ平行に延びるかたちで発達する｡日本アルプスにおいては､この線状
凹地が高山帯や亜高山帯上部に草原や湿地､池沼の形成場所をつくりだし､高山帯の景観を特徴づけ
る要素の一つとなっている(水野, 1984 ;高岡ほか, 2012 ; Takaoka,2015a)0
線状凹地の植生については､これまでいくつかの研究がある｡水野(1984)は南アルプスの高山帯･
亜高山帯における草本群落の立地条件を研究するなかで､線状凹地内には微地形に対応して風衝ハイ
デ､雪田植物群落､広葉高茎草原の3種類の群落が形成されていることを明らかにした｡榎揮(2008)
は北アルプス北部の別山において線状凹地内外の植生調査を行い､線状凹地(二重稜線)がつくりだす
風衝や残雪の作用が線状凹地特有の植生配列を生じさせていることを示した｡増沢･長谷川(2010)は､
南アルプスの間ノ岳において調査を行い､線状凹地をつくる斜面の向きと凹地内の位置によって多様
な植生が成立していることを示した｡
このように､線状凹地にその周囲と異なる多様な植生が形成されるのは､残雪が豊富で地形的に湿
潤となる立地を線状凹地が形成し､また凹地内の地形的な位置によって土壌水分環境や消雪時期など
が異なるからであると考えられる.線状凹地内に形成される立地環境と植生との関係は､凹地地形の
親横や伸長方向､主稜線との位置関係なども関係していると考えられ､線状凹地の植生の特徴を理解
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するには､複数の事例を比較検討することが必要である｡本研究ではそのような比較研究を念頭に､
線状凹地が一定の範囲に多数発達する北アルプス南部の蝶ケ岳および長塀山の周辺を調査地とし､大
きさ､向き､標高､周囲の植生などが異なる線状凹地の植生を記載した結果を予報的に報告する｡
なお､本稿は湯揮(2013)による記載とその後の調査結果をまとめたものである｡
2.調査地域の概要
蝶ケ岳および長塀山は北アルプスの南部に位置し､山頂標高はそれぞれ2664.5mと2565.1mである
(図1)｡蝶ケ岳から長塀山にかけての稜線付近の地質は美濃帯中生層の沢渡コンプレックスからなり､
砂岩､泥岩および砂岩泥岩互層などが分布する(原山, 1990)｡主稜線部には線状凹地が発達し(図2)､
蝶ケ岳周辺では線状凹地と地質条件との関係が検討されている(法橋･大塚, 2009)｡蝶ケ岳の稜線付
近では風衝砂疎地や岩塊斜面が形成されている(関, 1986)のに対し､長塀山の稜線では森林下に土壌
が発達している｡
本地域で線状凹地から残雪が消えるのは6月下旬以降である｡例えば2007年6月23日撮影のALOS
AVNIR-2画像には､調査対象地域内の一部の線状凹地に残雪が確認される｡また､現地調査を実施し
た日のうち2013年6月29日には､標高約2300mより標高の高い場所のところどころに残雪がみられ､
蝶ケ岳から長塀山にかけての線状凹地内には残雪が観察された(Takaoka, 2015b)｡蝶ケ岳ヒュッテの
従業員の話によると､蝶ケ岳稜線上の残雪が消えるのは例年7月中旬頃であるという｡
本地域では森林限界が2500-2600mに位置する｡本稿では森林限界より上方を高山帯､下方を亜高
山帯とよぶ｡高山帯ではハイマツが優占する低木林が卓越するが､風衝や残雪の作用､岩層斜面の安
定性などと結びついて､多様な高山植生が成立している(小泉･関, 1988)｡蝶ケ岳周辺の線状凹地は
高山帯に分布している｡亜高山帯ではシラピソ､オオシラピソ､コメツガ､トウヒなどからなる常緑
針葉樹林が発達し､林床にはゴゼンタチバナ､マイヅルソウ､カニコウモリなどが生育している｡長
塀山周辺の線状凹地はすべて亜高山帯に位置し､規模の大きな線状凹地では林冠層の欠如した草原が
形成されている｡
3.調査方法
高山帯では18箇所の線状凹地を対象として凹地を横断するように設けた25本のトランセクトに沿っ
て117箇所のコドラートを設け､亜高山帯では22箇所の線状凹地を対象に26本のトランセクトに沿っ
て94箇所のコドラートを設け､それぞれにおいて植生を記載した(湯揮, 2013)｡コドラートの大きさ
は2mx2mから10mxlOmの大きさとした｡
線状凹地の伸長方向は､蝶ケ岳周辺では概ね北北西一南南東､長塀山周辺では北北東一南南西であ
るので､線状凹地の内部で向き合う斜面は冬季季節風に対して､およそ風背斜面と風衝斜面の位置関
係になる｡調査を行った線状凹地のうち大規模な線状凹地では､凹地内の斜面を風背斜面上部､風背
斜面下部､底部､風衝斜面下部､風衝斜面上部に分け､それぞれの場所にコドラートを設置した｡
線状凹地には樹高1-2mの低木と50cm以下の接性低木や草本類が出現するので､これらを低木層
と草本層にわけて記録した｡
高山帯および亜高山帯の線状凹地に出現する植物
図1対象地域
国土地理院による数値標高モデル10mメッシュ(標高)および250mメッシュ(標高)を使用した｡
等高線間隔は200m｡ CとNは､それぞれ蝶ケ岳と長塀山の山頂の位置を示す｡
線状凹地は本稿で記載したもののみの位置を示し､ 1 -19の番号を付した｡
丁~革.≡讐
図2　線状凹地における植生と残雪
高山帯(a)および亜高山帯(b)における線状凹地｡それぞれ2013年6月30日と29日に撮影｡
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現地調査は2013年､ 2014年および2016年の6月下旬～11月初旬に実施した｡なお､線状凹地内の
植物には調査時期によっては同定が薙しいものがあり､また残雪によって凹地内の一部の植生が記載
できない場合もあった｡本稿では､このような調査時期の影響が比較的小さいと考えられるコドラー
トでの調査結果について述べる｡
4.線状凹地に出現した植物
(1)植生帯封の出現種の特徴
高山帯の線状凹地では､低木層に9種が記録された(表1)｡これらのうちハイマツ､タカネナナカ
マド､ダケカンバの出現頻度が高く､その他は1箇所または2箇所で観察された種である｡亜高山帯
の線状凹地では､低木層に8種が記録された｡高山帯で出現頻度が高いタカネナナカマドに代わって,
ウラジロナナカマドの出現頻度が高い｡また､亜高山帯においてもハイマツの低木が出現する線状凹
地が存在した｡
表1　線状凹地において低木層に出現した種
番号 ?高山帯の線状凹地 劔劔刪沚ｎR帯の線状凹地 
1 ??【4 ?16 ? 唐?10 冤l ?s??3 ?C?R???7 ?ゅ??
1 ?$致U6ﾖ??U6Ｙ4??h8?(5ﾂ? 僥○ ?○i ?? ?ﾂ? ? ? 鳴?
!2 ?$椿U7C?蜘D6ц5h8?(5ﾂ? ??ｨ?ﾂ? ? ?ｩ)ｨ耳???鳴???ｲ?
.■3 ?6W'VｷsvﾖGVT｣u6X4?ｸ8??? 白? l 鳴???? ?｢??? ??
l4__ ?6????t?ｶ?ﾘ4?H7ﾘ5ﾈ6? ? ?ｨ???l ?○ ? ? ?l l 僮 I ?
5 ?WGVﾆ?ﾆﾖ????ｨ986?○ ?ｲ???'○ ?ｲ???】○ ?ｲ??r l 剪?
6 犯?､稚6W&?46?D?ｴ????x4X5?87ｸ4? ? ? ?ーZ 剪?? ? 綿??ﾂ?
7 凭7W7?･､粕?6?87ﾘ62??派????ｲ?????○ ?ｲ???ｸ????? ?○ ?
∃8 亰柳F?TFH??'$$6⊥6?Vﾘ6??H985h8H4???l ??? ??? l ?ｲ? 剽"??? 鳴?
59 這V'W7H?ﾗU87?ｨ6??86?2? 鳴? l ? ?? ?? ? ?○ ?
10i ??'W6ﾖ?7VﾗVﾆﾖ?X8?x8ﾘ6??ｨ7ﾘ6? ? 鳴??? ? ?l 凵妲○ 凵??ｲ???ｨv?
.ll ??ﾆ'W76?'V4ｧ&?ﾔ(5?ｨ6ﾈ6??ｨ7ﾘ6?○ ?ｲ???ﾈ????ｨ蓼????l 凵??ｲ??ｲ?z ??
:12 蒜?6ﾆ?uVﾔ??UT､稚ﾆﾆﾘ4?ﾘ4??2??l ?i ??ｲ??○ 定??播f飛??
岩13】 蒜?4埋稚ﾄﾆﾖhｼ以ﾆ?ﾄﾄﾃt蒜?荐'?苒t4ﾄﾆﾘ4?ﾘ7ﾘ8?ﾘ4ﾂ?? ?I l ? ?○■ ? ?≡;l. 劔?
r出現種数 價3 ?? ??15 ?E4 ?, ??F3 ?紕? ?免免ﾃS?#?
線状凹地1-19の位置は図1に示す
草本層は高山帯の線状凹地に出現した種が40種､亜高山帯に出現した種が39種であったが(表2)､
これらのうちの20種(表2の21-40番の種)は両方の植生帯に位置する線状凹地に出現した｡
高山帯の線状凹地の草本層にはウラシマツツジやガンコウラン､ミネズオウなどの風衝矯性低木､
テングルマやショウジョウバカマ､ショウジョウスゲ､コイワカガミなど雪田性の植物､コケモモや
キバナシヤクナゲ､ハクサンシヤクナゲなどハイマツ低木林内あるいはハイマツ低木林の林緑に出現
する種が含まれる｡
亜高山帯の線状凹地の草本層には､カニコウモリ､マイズルソウ､ゴゼンタチバナなど亜高山帯
針葉樹林の林床にみられる代表的な草本類が出現するほかに､｡ミヤマキンバイ､ミヤマキンポウゲ､
ハクサンフウロ､コバイケイソウなど､雪田周辺や湿性な立地にみられる草本類が出現した｡さらに,
高山帯で出現頻度が高いハイマツヤアオノツガザクラが出現する線状凹地も存在した｡
高山帯では､凹地の緑と凹地底の比高が20m以上になる比較的親横の大きな線状凹地の中に草本層
の出現種が20種以上になるものがあったのに対し､小親模な線状凹地には10種未満であるものがあっ
た｡一方､亜高山帯の線状凹地では､凹地の規模と出現種数の関係は明瞭ではなかった｡
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表2　線状凹地において草本層に出現した種
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鳳種名 剄ｎR帯の線状凹地 劔劔刪沚ｎR帯の線状凹地 1 ??"??｢?B? 5∃6 凵[7 唐?ho 冤l ????3 ?B?5 ?b??7 ??19 
;1 ?6?????ｶ?4?H7ﾘ5ﾈ6?j○i 剪????r○ ? ? ? ? ? 
≡2 肇F6????vW匹｣rt6?ﾜｵf??ﾇ??木4?85?b? l ?ｲ? l ? ??ｲ?? ? ? ? ? ? 
[3 ??F窈6ﾇS???ﾈ6?ｨ6ﾘ4ﾘ8?2?｡○ ? ? ?ｲ?? 巴???? ? ? 
;4 ???ﾆ?w4ｦ?FV??ｨ6ﾈ8H6????"? l ? ? ?ｲ?z 】 鳴?????? 1 ??I 】 l ? 
+5 ?&7F?6??Ⅳ7f?霾ﾆ?｢t7U84X8?h7ﾘ68685r??ｲ?○ ?ｲ??ｲ?O 冤 ?ｲ?? 鳴??鳴? ? 
≡6 ?fTFV､ｦ?WⅢ?(5(8???ﾂ???ｲ???ｲ?豆h?? ? ?tl I 剪?? 
;7 墜7vW?彦V??4%f??ｧC??4ﾈ985??○ ?ｲ?? ? ?ｲ?鳴??? 亦?? ? 
;8 墜6?W?FTD$GD?f??FV?蹈ｦ&?88??? ?ｲ?○ 鳴?z○ 定???ｲ?定??? ? ? ? 
巨9≡D1'CeDtTBPeregTlnaコマクサ ?? ??仁 ??ｲ?鳴?????? ? 
口OEEmpetnImnlirLImVar.Jkpon1'Cumガンコウラン ??ｲ??○∃○ 凵??ｲ?? ? ? ? ? 
L11'GellmCaJthlToJ1'umVar.DlipoDJJCumミヤマダイコンソウ 凵?定????L○ ? ?ｲ??l ? ? ?i 白?? 
12 匁W?VvT剃?蘿??&Wfﾆ&VDﾆﾈx?Vﾆ???ｨ7?ﾘ486ｸ685?l 辻??ｲ?ﾂ?抱??? 鳴?? ? 鳴??zl 
一3 汎(ﾈﾆｶ?ﾗ?W#?4ｨ8?ﾘ68??ｲ?剿ﾂ??ﾂ??辻?? 决 ? ? ? ???
臣14 氾?&??置7Vt???5f??ｧ?6?5?ｨ6ﾈ487X4ﾈ7ｸ4X7H4R??ﾒ????ｲ??l 1 ?? ? ? ?F l 
15 犯?u6VﾆTﾆﾆ穽?$?Vﾖ&TE87?ﾈ5??Vg"?l 凵ﾎ○ ?l ? ??｢??? ? 鳴??
16 ??F?TFG&?'T逃WVﾘ4ﾈ6??h8H4???i○ ? ?ｲ???l○ ? 】 ??｢?｢?? 鳴?免ﾂ??
口7 冉ﾘｵ柳F?V襴D?'?6⊥6??ﾘ6??H985h8H4??????I l ?ｲ?嚢??? ? ?I ?- l 凵z 】 
口8 鉄?UfW%3??TGF?WF???84?ｸ7ﾒ???ｲ??ｲ?○ ?ｲ? I 價 ?l ? ???i ?
19 ?G&?GfWGFV穽???ﾆ┐vTE4｢u5f?驃6??6?H6???85?2?? ??】 l ?ｲ? ? ? ? ? ? ? 
l20 ?ｲ??6ﾆ?躔ﾗB?ﾗC?Rﾓ?F??(5?(8"??ｲ???｢???ﾂ?????ｲ?? ? ? 鳴?z 
21 ?6????vT･C?6｣s?ｵf?蛆T･Fﾆ6?h4X8?x8ﾘ5?b??○ 免ﾂ?ﾂ????J ?(⊃ ? ?l ? ? 
i l 凵?? ? ? ?ｲ?? ?22【AnemoDedeb171'Sヒメイチゲ 
23 ????&?C?5?E?&V?V'7??誣6F?s?488?ﾘ4ｸ8ｨ8H5?○ 綿??ｺ○! 剪? l ? ?○ ?ｲ??? ? ?l l 
24 ?????C?56??ﾈﾆTE3?85?ｨ6ﾈ6ﾘ4ｸ8ｨ8H5? ?ｲ?? ? ? ? ? ?○ ?ｲ??? 
25 ?vW?ﾆW?S?7U?5h8x4X5x8???? 謀R??定??? 白?｢????? ? ?l ll 
26 沸6?v?Xﾈﾄﾆﾆﾔ6???f?讌S?ﾃﾖﾆⅢﾘ7?H7ﾘ5ｨ984ﾈ8h4R?宦ﾟ 冓 l ?l l ? 鳴??? ?ｲ?? ?l○ 白?
27 ?vTGC????ﾆ??4?H7ﾘ8ｨ986?R???ｲ??? ? ?ｲ??○ ?ｲ?? ?.o: 冤 1 
28 陪Tｦ?v??vV譁??X5h8x4X5x8?X6?ｨ7ﾒ?z 鳴???l ?!○ ??○ ?ｲ??ｲ?? ?｢??
29 氾??wVﾖﾖVFV??vFW84?ｸ7ﾘ8h8｢???ｲ?? ? 亦???ｲ??○ ? ? 
30 微??u6?WD?V?5(7?H7ﾘ4ｨ5??? ? ? ? ?ｨ????? ? ? ?ｲ??
31 未W粕ｦ??V?WWC?6???ﾘ684ｸ5X4??○ ?ｲ??ｲ??ｲ??ｲ?? ?l ? ?○ ? 
'32iF7huspLlm17aハイマツ 凵??ｲ?○ ?ｲ???ｲ???ｲ???ｲ???ｲ?? ? ? 
r33ipoteDt1}JamatsumLlraeミヤマキンバイ ??○ ? ?ｲ??ｲ??○ 鳴???? ? 
34 ??V?VﾇW4$5C?57V'7?貳苧??t7U87?H7ﾘ4ﾈ987ﾈ4X5? ? ?I 】 ? ?ｲ?? ?ｲ?? ? ?l l 
35 兩v?C???F?V蔘?FW6b?ﾇ??5(488?ｨ4ｸ7?○ 鳴?? 遅???ｲ?? ?ｲ?? ?○ ?l I 
36 鉄??F???Fs#$ﾆﾇ&V?V'7?ｦS????7?H7ﾘ4?ﾈ6ﾘ4ﾈ8ｨ985ﾈ4R???ｲ???? ?l ? ?○i○ ??○ ?○ ?lr 】 】 
37 ??'W74&ﾖ'Tﾃs?????ｨ6ﾈ6??ｨ7ﾘ6? ??? ?ｲ?? 鳴??? ? ? ?ｦﾂ??
38 錨$46ﾆ?wVﾔ?&??wVﾘ4?ﾘ4??2??｢?ﾂ??ｲ? ?ｲ??○ ?ｲ???ｲ??○ ?1 1 
39 蒜?6ﾆ?tﾄ儲Yh以ﾆ?ﾅｦﾕf?驃6??4ﾅｦﾘ4?ﾘ7ﾘ8?ﾘ4ﾂ??宙??○ ?ｲ???ｲ???ｲ???ｲ??? ? ? 鳴??
.40 蒜VﾆFﾖﾗ7F?ﾆ?ﾅｦﾘ5(6?85?85ﾈ4R???ｲ?? ? ?ｸ??白???ｲ???ｲ???ｲ???ｲ?
L型 肇F6?｢wGVﾖﾖ苧?D｢t7Vﾕ7V'7?????｢t7Vﾕf?腱ﾆ'?D｢t7Vﾘ7?H7ﾘ6x8ｨ4ｨ7X6r? ? ? ? ? ? ?ｲ?? ? 白?
i42 ?6??GVﾕｦﾆ?F?7V'7?ｦﾆ?ｦ?5?ｨ6ﾈ6x8ｨ4ｨ7X6r? ? ? ? 鳴???? ? ?? ?○ ? 
L43 ??ｳ?Vﾖ&?V??ﾆ??TE6X4?ｨ4?X7? ? ? ? ? ? ?○ ?ｲ??○ ? 
44 ??D｢u7ED彦??(7?86??X8ﾈ92?? ? ? ? ?○ ?ｲ?⊃ ?ｲ??○ ?ｲ??
】45 ??W66??TE3?8585ｸ985???? ?i ??l l ? ?○ ? ? ? ?ｲ??
∃46】 認ﾆ&⊥幡S??$'?x5H984ｨ8?R?? ? ? ? ? ? ? ?○ ?ｲ?
;47 濡'薮?T謄?6U?$E4(5h8?ﾈ8??"?? ??i 】 鳴?? ?l ? ? ? ?○ 
48 牌Vﾆﾄ$C?Vﾗ剖4??Uf?腱ﾆ･?C?4ﾅｦﾘ6??H987H4X8ﾒ??｢??箸??｢??之ﾂ?????ｲ??ｲ?宦ﾟ ?
書49' 牌ﾇ?V穽?ﾆ?7FW&WGVﾘ7?H7ﾘ6?x8x4X686?ﾒ?? ? ? ? 鳴??? ?ｲ??鳴?
.50- 犯??6W$'E6F??ｶ????x4X5?87ｸ4? ? ?｢??? ?○ ? ?ｲ???】 】 ?
51F 磐?v?F?ﾗVﾖC?'F?Vﾘ7ﾘ486H8ｸ5ﾈ4Uｲ?? ? ?l I ? ? ? ? ? ?○ 
52 磐?v?FｦﾆVﾗVﾔ｣#%?C?4ﾄｦﾘ8h4ﾈ5X5B???? ? ?l ??○ ?ｲ?? ?○ 
■53 ????????7U5f?簇ｷ?C?7U2ﾘ8ｨ7X4ﾂr?? ? ? ? ? ? ? ? ?○ 
54 ??%6TFT3??FV踟7D｣C?vFW84ｨ6ｨ5(4X8(8｢?? ? ? ? ? ? ? ?ｲ??ｲ??
55 ?ﾆﾆ'W3?V蔕V??X588?X486?2?? ? ? ? ? ? ?ｲ? ? ?ｲ?
.56 ?V'W7fVﾗW8-x6ｨ6??86?2?? ? ? ? ?l l 凵??｢??? ? 
j57 ??74ﾄﾇ"觀?Fﾆ苧FW&??H7ﾘ8??"??l 白??鳴?鳴?｢????○ ?○ ?○ ?ｲ?
558 ??'W6ﾖ?7VﾗUD$F?X8?x8ﾘ6??ｨ7ﾘ6?l ? ?1 ?｢???? ?○ 鳴?? 鳴??
i59 箔ｦ觀ﾇ?FT謄?5?Vv?FV穹88(7?x4ｨ8?ﾘ62? l ? ?日 劍??｢??○ ?ｲ? ?ｲ??○ ? 
㌢出現種数 ?5 ?"?l 塔ｳ???3 ?2? 店??5 ?r?l 湯? 迭?6) 嶋??
線状凹地1 -19の位置は図1に示す｡
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表3　線状凹地における地形的位置と出現種
オオ
植被率の最大値(%)
!風背上部 凾阯数w下瓢底 
シラビソ ?w?ｸ?(??
ラバナ ????
ダケカンバ
ハイマツ
ハクサンシ
タカネナナ
/訊ododendroD byBChycaIPum
クロクスゴ
オヤマソバ
Sol･bus samb ucI'roJ1'a
Va cclhI'um o l侶lJTo/I'um
オンタデ
風衝下部 風衝上部
-一一--+--一二二 【95 剌?5 姪??50iL---一m1 
･ヤクナゲ ?R?z ?i 
-カマド ??15 ?? 亦?｢??
5 鳴???I I 
7 ?? ??甘 
ヽ 鳴? 般#??
uI'umVar.nlbpoHJ'Cumミヤマダイコンソウ 怜B???-ーT-〟 】 
ヲntaJI'Sショウジヨウバカマ 迭? ?
pl'var.bretr1beduDCuJataアカミノイヌツゲ 迭??｢?｢?
色r1'カラマツ ? ?
クenSJ'SVar.aJPI'CO/aタカネイブキボウフウ 迭?5 ?
フ[01'desクルマユリ ?■~~一一一~一十【 
seHaコミヤマカタバミ ?仁5 
/eutJ'Caアオノツガザクラ 鼎?d15i 
1 
15 迭??
~一十 ? ?
__L ??
15il 剽"?
20 ??00 ???
1 ?1 ??
1 ? ? ~~~J~耳-- 1 剪??
⊥_ ?鳴??
trOtentlJJamatSumuraeミ7マ:キ■//ヽ  ??ﾛ ?⊥ ?ｲ
｢jfaluDCuluSaCn.SSubsp.Dlbpo云].cusミヤマキンポウゲ ?1  ?
LjehododeJZdronaureumキバナシヤクナゲ ?r 迭?y1 偵?
卜戯ododeDdronbraChycaTPumハクサンシヤクナゲ 鉄R?i ?鳴?
凍ortI'aSOIdaDe/IoI'desf.aJpI'naコイワカガミ 迭?i 冤 ?
iSI'eversJ'aPentaPetaJaチングルマ 迭?1011 剿ﾂ?ｨ爾ﾒﾒﾒﾒﾚ2?
So/1'dagUVlhgaureasubsp.JeJ'OCaIPaミヤマアキノキリンソウ ?20 迭??
sollbussambucIrolI'aタカネナナカマド ??迭??
Trautvetter1'aCarOlJh'eDSI'SVar.Jbpon/'caヤハズヒゴタイ 白??? 鳴?
it/acclhI'umOVBuO/1'umクロウスゴ ?ﾇc??? 鳴??
1vacc血1'umuIIilhosumVar.JbpoDI'Cumクロマメノキ 剪?40 鳴???
蒜義元嘉一-コケモモ ?｢?｢??20 ?lveratrumstamlheumコバイケイソウ ??ﾂ?5 ?
≡出現種数 ??22i18】15t 剽?R?
高山帯に位置する線状凹地2､ 5､ 6のデータによる｡
地形的位置別に最大の植被率を記録したプロットの借を種ごとに示す0
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(2)線状脚地内での出現種の分布
高山帯における親模の大きな線状凹地について､地形的な位置と出現種別の植被率の関係を表3に
示す｡低木層は冬季季節風に対して風背斜面となる斜面の上部で出現種数が多かった｡そこでは植被
率も高く､ハイマツヤタカネナナカマドが優占していた｡風背斜面の中でも消雪時期が相対的に遅れ
る斜面下部では出現種数が減少する｡一方､風衝斜面ではハイマツのみが低木林をつくるが､最も風
衝作用が強いと考えられる風衝斜面上部では低木層が発達していなかった｡
草本層には､アオノツガザクラやショウジョウバカマ､ショウジョウスゲなどのように風背斜面に
のみ出現するか､あるいは風背斜面に比べて風衝斜面で植被率が小さくなる種が多いが､ウラシマツ
ツジやクロマメノキのように風衝斜面で相対的に高い植被率となる種も存在した｡出現種数は風背斜
面､凹地底､風衝斜面の順に少なくなっていた｡
5.おわりに
本稿では､北アルプス南部に位置する牒ケ岳および長塀山の周辺において､稜線付近に発達する線
状凹地に出現する植物を記載した結果を示した.線状凹地は亜高山帯の中に消雪時期の遅れる湿性な
環境をつくり､小過模ながら亜高山帯に草原植生を形成する｡このような林冠層が欠如した明るい環
境が､ハイマツヤアオノツガザクラなどの森林限界以上に優占する植物の生育場所となる場合がある
ことが観察された｡
日本の山地で報告されている線状凹地には様々な年代に形成されたものがあり(例えば日代･千木良,
2004;苅谷ほか, 2014)､最終氷期の初期には既に形成されていたものも存在する｡線状凹地における
植生の成立には残雪や風衝の作用が重要であるが､凹地の形成開始時期や凹地サイズの増大過程､最
終氷期以降に変化してきた森林限界高度との関係などを考え合わせることで､草原の成立および変遷
の過程に関する理解を深められると考えられる｡本研究の対象地域にある線状凹地の形成年代は明ら
かではないが､今後は上記のような観点も含めて検討していく｡
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